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紹介した本は館内中央の「図書委員おすすめの本コーナー」に展示しています。借りてね！ 

 

 

 

 

日韓交流したい人、大集合！ 
 

10/16（水）から来校する韓国・土坪生とお話をしてみたい人、参加しませんか？ 

１７日（木）放課後 交流タイム＠図書館  

韓国語を独学で勉強している人、K-POP に興味のある人、異文化交流してみたい人、集まれ！ 

興味のある人は、当日の予定を空けておいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おまたせしました！裏面は 新着案内 です。貸出中の場合は、お気軽に予約をどうぞ！ 

２０１９年１０月４日 

天草高校図書委員会発行 

担当：船城(2-1) 蓮本(1-3）  

『永遠の０（ゼロ）』 百田尚樹 講談社文庫    

「娘に会うまでは死ねない、妻との約束を守るために。」そう言い続けた彼

は、天才だが臆病者。そんな祖父の生涯を調べていく健太郎。出会った人を

通して見えてきた祖父の人物像と真実とは。日本人が忘れてはいけない出来

事を、この本を読んで感じてみてください。 

ちなみに僕は、もう６回くらい読みました。。 

※シリーズは２１巻まで出版されています。 

 

「箱庭文化祭」出品お礼 

図書委員会 

 

今年も多くの出品をしていただき、ま

た見学にお越しいただきありがとうご

ざいました。 

作品の中には、人物画や楽譜、工作や

クイズなど幅広いジャンルが寄せられ

ました。また、「デザインセンスがはん

ぱない」「出品者の新たな一面を知るこ

とができました」などの声が寄せられ

ました。来年もご期待ください。 
 

※作品画像は学校 HP に掲載されています 

『幽落町おばけ駄菓子屋』 蒼月海里 角川ホラー文庫 

大学生となり独り暮らしを始めることとなった主人公・御城彼方。そんな彼

は、ユーラク町にある家賃４万の家を不動産業者・猫目に紹介された。有楽

町ではなく「幽落町」のアパートは、地図にも載っておらず、妖怪や幽霊が

さまよう不思議な町。彼方がいろいろな妖怪たちと出会っていく物語、ぜひ

読んでみてください。 

こぼれ噺～図書館で耳にしたつぶやき～ 

・「クラスのセミナリオ合宿、身体は疲れても心は

充実しています～」 夜中のおしゃべりも思い出だね 

 

・「準備は長かったけど、文化祭があっと言う間に

終わって、寂しいです」 完全燃焼の証。 

 

・「受検につながるような結果が残せるよう、中間

テストもがんばりまーす！」 名言。さすが３年生！  

 

・「9/30 は、夜中まで働く人がたくさんいるだろう

ね、大変だろうね」 増税対応ね。その想像力、大事。 


